
九州⼯業⼤学の近況（2019.1  
 

（１） 2019 年春、和についてを想う（H30.4.27)      （p-1） 

（２） 平成 31 年度 ⼊学式 を挙⾏       （p-3） 
・4.4 ＠北九州ソレイユホール、イイズカコスモスコモン 

・1655 名（学部：1034 名、⼤学院博⼠前期課程 574 名、博⼠前期課程 47 名）の⼊学者 

（３） 平成 30 年度 学位記授与式 を挙⾏      （p-4） 
・3.25 ＠北九州ソレイユホール 

・1533 名（学部：929 名、⼤学院博⼠前期課程 568 名、⼤学院博⼠後期課程 36 名）の学位授与 

（４） Team KUROSHIO、Shell Ocean Discovery XPRIZE で準優勝の快挙  （p-5） 
・6.1 モナコで開催された海底の無⼈探査技術を競う国際コンテスト（⽶ X プライズ財団）による表彰式

で、本学、海洋研究開発機構、東京⼤など 8 機関で構成する「Team KUROSHIO」の準優勝が発表。 

・6.5 海洋研究開発機構（東京）で結果報告会を開催 

（５）クラウドファンディングによる資⾦調達を開始     （p-8） 
・5.27 第 1 号「九⼯⼤の挑戦!学⽣フォーミュラ⽇本⼤会での上位⼊賞を⽬指して」 

（６） ⼤学院⽣命体⼯学研究科（若松キャンパス）オープンキャンパスを開催  （p-11） 
・5.11＠若松キャンパス 

・40 の研究室が⼀般公開され、170 名の来場者 

（７） ⽂部科学省エントランスで九⼯⼤の企画を展⽰中     （p-12） 
・テーマ：介護・⾒守り分野におけるセンサ⾏動認識システムの開発  

 -九州⼯業⼤学は、未来志向の AI・IoT で医療・介護の負担を減らします- 

・5.20(⽉) 6.21(⾦) ※6.4（⽕）には、⽂部科学省情報ひろばにてイベント開催 

（８） 『RoboCup Asia-Pacific』で Hibikino-Musashi@Home が準優勝   （p-13） 
・5.16 18、中国・天津市で開催された The RoboCup Asia-Pacific (RCAP) Tianjin Invitational Tournament

で、学⽣プロジェクトチーム“Hibikino-Musashi@Home”が準優勝 

（９） 「パブるラジオ」が北九州シティ FM から表彰     （p-14） 
・4 ⽉から授業の⼀環で挑戦中の本学⼯学部総合システム⼯学科 3 年⽣（4 名）がパーソナリティを務め

る「パブるラジオ」が、4 ⽉度⽉間視聴・聴取⼀位となり株式会社北九州シティ FM より表彰 

（10） 渋沢栄⼀の書を公開展⽰        （p-15） 
・4.9 2024 年発⾏予定の新⼀万円札の肖像に決まった 渋沢栄⼀ 

記念館 1 階に展⽰（論語の⼀節「訥於⾔敏於⾏」） 

（11） 「情報教育⽀援⼠養成講座」閉講式、及び称号の授与式の実施   （p-16） 
・3.21＠サテライト福岡天神 

・1 年間の講習を終え、今年度も新たに 17 名の「九州⼯業⼤学情報教育⽀援⼠」が誕⽣ 
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（12） アクティブラーニング・課題研究発表会 PBL    （p-17） 
・3.24  

・⼤学・⾼専⽣によるプロジェクト成果の発表と福岡県内の⾼校⽣による課題研究発表、福岡県内外の⾼

校⽣によるポスター発表 

（13） 博多⼤丸でコラボイベントを開催       （p-18） 
・3.6-3.17＠⼤丸（福岡天神店） 

・九⼯⼤教員によるサイエンスカフェやこどもプログラミング教室、学⽣プロジェクトチームによるロボ

ットデモ、最先端研究のパネル展⽰などを実施。 

（14） 学内合同企業説明会を開催       （p-19） 
・3.6-3.7 、飯塚キャンパス 

・698 社（のべ 892 社）の参加 

（九州：209 社〔福岡県：168 社（うち北九州：39 社）〕、関東：293 92 社など） 

（15） 学⽣プロジェクト成果発表会を開催      （p-20） 
・3.1  

・20 団体が来賓の明専会、安川電機、千⿃屋本家の⽅々等の前で発表、意⾒交換を実施 

（16） 平成 30 年度産学連携教育審議会を開催      （p-21） 
・2.26  

・ などにお越しいただき、本学が取り組む教育改⾰等に対して、産業界か

らの意⾒を採り⼊れることを⽬的に開催 

（17） 「BIRDS3 Satellite Project」衛星完成披露記者会⾒を開催    （p-22） 
・2.15  

・本学、ネパール、スリランカと共同で開発。ネパール、スリランカは国として初の衛星。 

・2019.4 にアメリカから打ち上げられ、2019.6 頃宇宙空間に放出予定  

（18） 九州⼯業⼤学が⼩型衛星分野で 2018 年に続き世界 1 位    （p-23） 
・宇宙産業に関する調査で世界的に知られる「Bryce Space and Technology」(⽶国)によるレポート

「Smallsats by the Numbers 2019」で、運⽤する⼩型・超⼩型衛星の数において、本学は⼤学・学術機

関の中で世界 1 位。2018 年に続いての 1 位。 

（19） 本学の 2019 年度⼊試（2019 年 4 ⽉⼊学⽣）の状況 
・志願者倍率 ⇒ 前期、後期共に上昇傾向 

【前】⼯ 2.53 倍→2.64 倍↑ 情⼯ 2.51 倍→3.01 倍↑  【後】⼯ 5.01 倍→5.02 倍↑ 情⼯ 5.94 倍→6.82 倍↑ 

・合格者偏差値 ⇒ 前期・後期ともに年々上昇傾向 

【前】⼯ 53.6→54.1↑ 情⼯ 52.5→53.0↑  【後】⼯ 57.8→59.0↑ 情⼯ 58.5→59.2↑ 

・AO ⼊試の初実施 ⇒ AO ⼊試では、学部⼊試としては初めて学外（⼤阪）で実施。

者割合が 18.1％となり、全⼊試区分の 10.8％よりも⾼い志願者割合となった。 



-1-

資料１-２



-2-



 

 

-3-



 
 
 
  

-4-



 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

-5-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

  

    

 

-6-



   
  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-7-



 

 
  

-8-



-9-



-10-



 
  

-11-



 
  

-12-



 

 

-13-



 

 

-14-



 

 
 

-15-



 
  

-16-



 

 

 
  

-17-



 

 
  

-18-



 
  

-19-



 

 
  

-20-



 
  

-21-



 
  

-22-



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-23-


